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学位論文内容の要旨
本研究札 前立腺癌の外部放射線治療において,従来の骨構造照合による治療中心とcT一直線
加速器システムを用いた画像誘導放射線治療(ImageGuidedRadiationTherapyl.IGRT)による標
的牌合から計洲された治療中心との差異を比較し,検討と考察を行ったものである.骨構造照合
画像は,各 IGRTに用いた同室設置 CT画像から骨盤部の正面像(GantryO度)および側面像
(Gantry90度)の二方向のデジタル再構成画像(Digital1yreconstructedradiograph:DRR)m 成
した.IGRT札 33症例(給照合回数:1176回)実施されたもので,DRRおよび同室設置cT画像
の治療中J亡止の差異は,Bland-Altman解析の95%limtsofagreementによって評価を行った.両
照合方法が 3.0mm以内で-敦するのは,左右(LR)方向:99.0%,頭足(SI)方向:85.1%,腹背
(AP)方向:85.9%となり,特に,SIおよびAP方向において明確に治療中心の差異が存在すること
を確認した.したがって,高精度な外部放射線治療を実施する場合iも CT一直線加速器システムの
ような治療直前の標的位置の確終および執差値正量の情報提示可能な IGRTシステムを利用す
ることが重要である.
論文審査の結果の要旨
本DrL究は､前売腺癌の外部放射線治療 において､新 しいCT一直線加津器
システムを用いた歯像腐 導放射線治療IGRT時の位世決 めの方法について
精度 を検討 した もので ある.
その結県 ､従来の2方向か らのデ ジタル再構成両像を用いた位帝決 めの
方法では､CTを用いた位麿決めの方法に対 して､特に頭側方向 と腹背方向
のずれが大 きくなることが､継醸 された.今Eg]の籍県 か ら､CTを用いた位
置決 めの方 班は､従来の位置決 め方法 よりも精度が高 (,IGRT時の位置決
めに有用な方汝であることを報告 している｡
用いた症例数 は33症 例 と多 く､用いた方法に も問題 はな く､現在臨床 で
行 ってい る治療方牡の止 しさに裏付けを与 える論文であ り､学位論文 とし
て もふ さわ しい内容である と考 える｡
